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４．解析モデル作成 
  
４－１．解析領域の選定 

 図 4-1-1 に解析領域図を示した。 
 基本的には佐保川および秋篠川流域の分水界を解析境界とするが、佐保川流域全体を領域とするにはあま

りにも広いため、図 4-1-1 に示される狭さく部までを対象領域に入れ、この部分には境界条件として、上流

域からの流入量を与えることとした。 
 なお、明解な分水界のない南部地域については、影響範囲を十分に満足する範囲として、平城宮跡から２

ｋｍ以上離れた能登川を解析領界とした。 
 
 ４－２．水理地質モデルの作成 

（水理）地質モデルは、平成 11 年に実施された平城宮跡周辺の調査結果を基に、現在公表されている周辺

地域の地質文献・ボーリング資料の情報を加味しながら、複数の地質断面図を検討・作成することで、地下

の三次元的な地質構造を推定し作成した。 
図 4-2-1 に解析領域周辺の地質分布とボーリング位置を、また、主な文献資料を下に示した。文献資料に

よれば、奈良盆地北部の丘陵地帯には秋篠とう曲をはじめとする南北性のとう曲（断層）が雁行配列し、そ

の南側の延長は地下に伏在し地下地質構造の対局をなしていることがわかった。 
（水理）地質モデルは、図 4-2-2 に示す文献資料の情報・ボーリング資料、および既存調査結果を参考に

して、図 4-2-2 に示すような地質断面図として完成した。 
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地域地質研究報告（5 万分の 1 地質図幅），地質調査所，162p． 
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図 4-1-1 解析領域図 

図 4-2-1 解析領域周辺の地質分布図 

図 4-2-2 地質断面図 


